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�消化器外科医を目指した理由
　端的にいうとやりたいと思ったから，というのが理

由です。医学部６年生の学生実習を終え自分の将来進

む道を考えたとき，消化器外科をやりたいという思い

がありました。なりたい医師像として全身を診ること

ができる医師であったことを覚えています。それがで

きるのは消化器外科だけではありませんが，手術とい

う技術をもって診療したいと思ったこと，消化器外科

の実習で一緒に働いてみたいと思う魅力的な先生と出

会ったこと，また消化器外科で働く女性医師と出会っ

たことが科を選択する際に影響しました。とくに女性

外科医に出会ったことの影響は大きく，それがなけれ

ば消化器外科に興味をもっても，この道を選ぶことは

なかったと思います。女性が消化器外科を選ぶことに

は否定的な意見もありましたし，自分でもプライベー

トとの両立が可能かどうかわからないままでしたが，

やりたいと思ったことを優先してこの世界を選びまし

た。

　卒後９年目で大学の助教となり，以前より興味の

あった上部消化管グループのスタッフとして働くチャ

ンスをいただきました。診療のみならず教育や研究な

どさまざまな責任のある仕事を経験し，食道癌，胃癌

の診療に深く携わることができました。女性医師とし

てより，一医師として扱ってもらえることに本当に感

謝しながら日々の診療にあたっています。

�男性消化器外科医に期待すること
　性別に関係なく，皆が働きやすい環境が普通になれ

ばいいなと思っています。

　働きやすい環境とは何か，人によって価値観が違う

ので一概にはいえないと思います。私の場合は周りの

サポートがあって育児しながらも働くことができてい

ますが，フルタイム勤務できる環境においてもらって

いることにとても感謝しています。やりたいと思った

仕事に従事できることが，私の働きやすい環境なのだ

と思います。

　今は社会の仕組みも背景にあって，女性をターゲッ

トにした環境の整備が優先されています。大変ありが

たいことですが，これから先は性別に関係なく皆がプ

ライベートも重視できる環境ができてきたら，さらに

働きやすいのではないかと思っています。

�消化器外科医を続けていくために一番必要なこと
　楽しく仕事をすること，そういった環境を自ら作る

ことだと思います。楽しくといっても，楽をするとい

う意味ではありません。楽しく仕事をするためには，

まず患者さんに喜ばれる仕事をしなければなりませ

ん。また仕事とプライベート双方で周囲と良好な関係

を築かなければなりません。そのために日々学ぶこと

が必要ですし，責任ある仕事をし，周囲と十分にコミュ

ニケーションをとって信頼関係を作る必要がありま

す。自分の努力が必要ですし，すべてにおいて可能な

ことでもありませんが，そうして仕事を楽しく行える

ことが，仕事を継続するうえで大切なことだと思って

います。

�後輩・女子医学生へのコメント
　消化器外科医の仕事は大変で，プライベートとの両

立も簡単ではありません。私自身一人前には程遠く，

なるべくそれに近づけるよう勉強の日々ですが，その

時間を捻出するにも苦労します。それでも自分で興味

をもって選んだ仕事ですし，やりがいをもって続ける

ことができており，この道を選んだことを後悔してい

ません。消化器外科に限らず医師の仕事に楽な仕事は

ありませんので，ぜひやりたい仕事を選んでほしいと

思います。
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